
款 項 目

2 1 8

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 地域協働課
予算書(P)目名

地域活動推進費 72

施策事業名 市民活動支援

事業目的
５年ごとに行う協働のまちづくり基本条例の検証、見直しに着手し、協働のまちづくりを推進する。
また、男女共同参画の実現に向け、個性が活きる社会の普及啓発を行う。

事業内容

●事業の全体計画
　・協働プラザを中核として、下記事業を実施し、協働のまちづくりを推進する。
　　①団体等に対する情報提供、相談・助言、資金助成などの支援
　　②多様な地域資源の情報を発掘、整理し、地域の課題解決や魅力創出に向けたコーディネート
　　③多様な主体によってまちづくりを実践していく共創空間の運用
  ・協働のまちづくり基本条例の検証、見直しに着手する。
　・犬山市男女共同参画推進指針に基づき、普及啓発事業を実施する。

●主な事業内容
　・協働プラザでの情報提供、相談・助言、コーディネート、共創の場づくり、地域活動の担い手
　　育成
　・協働のまちづくり基本条例の検証、見直しを行うための市民ワークショップの開催
　・市民活動団体からの企画提案事業に対する資金助成
　・男女共同参画に関する啓発事業の実施

●主な予算の内訳
　・協働プラザ運営業務委託料　　　　　　　　 　14,695千円
　・市民活動助成金　　　　　　　　　　　　　　　1,800千円

事業の目標

・協働プラザでは開設からの3年間の運用で構築してきた多様な主体の活動支援事業を引き続き
　実施していくとともに、新たに地域活動の担い手育成事業を実施する。
・協働のまちづくり基本条例の検証、見直しに向けて、広く市民参加の場を設ける。
・男女共同参画や女性の活躍推進の各分野で活動している市民団体と連携した啓発活動を実施し、
　男女共同参画社会の浸透を目指す。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

93%

男女共同参画推進 466 0 0 0 466 100%

市民活動・協働推進 17,966 0 0 1,200 16,766

0%

 - - - - - - - 

市民活動支援基金積立金 3 0 0 3 0

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 18,435 0 0 1,203 17,232 93%

 - - - - - - 



款 項 目

2 1 8

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 地域協働課
予算書(P)目名

地域活動推進費 72

施策事業名 地域コミュニティ支援

事業目的
概ね小学校区単位の住民で構成するコミュニティ推進協議会の活動を支援することで、地域の様々な
団体が協力した地域づくりや、住民自身による地域の課題解決を促進し、自立した地域社会を実現す
る。

事業内容

●事業の全体計画
　・既存のコミュニティ推進協議会の活動を支援していくと同時に、協議会が未設立の地域において
    は、設置の方針を明確にするとともに、既存の組織体の役割を踏まえ、柔軟な枠組みや考え方を
    もって地域づくりを推進していく。

●主な事業内容
　・市内コミュニティ組織全体での学び合いの場として、合同研修会や意見交換会等を実施
　・コミュニティ推進協議会の活動に要する経費の助成
　・国、県等のコミュニティ助成事業を活用した助成金の交付

●主な予算の内訳
　・自治総合センターコミュニティ助成金　　　　2,500千円
　・コミュニティ推進地区助成金　　　　　　　　3,420千円

事業の目標
・各コミュニティ推進協議会を育成し、活動支援を実施していくことで、住民による主体的な地域づ
  くりの推進を目指す。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

59%

 - - - - - - - 

地域コミュニティ支援 6,040 0 0 2,500 3,540

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 6,040 0 0 2,500 3,540 59%

 - - - - - - 



款 項 目

2 1 8

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 地域協働課
予算書(P)目名

地域活動推進費 72

施策事業名 町会長会

事業目的
市政の円滑な推進を図るため町内会に対し行政連絡事務等の一部委託を行う。また、町内会活動を支
援するため町内会等が管理する集会所等の新築、改築等の経費を補助する。

事業内容

●全体計画
　・年間を通じ町会長及び町内会の活動を支援し、行政連絡事務等の一部を委託する。
　・町内会等の集会所等が、適切に維持管理できるよう、集会所等の新設、改築等の補助を行う。
　・町内会業務のデジタル化事業の再検討を行うとともに、本格運用に向けて条件設定や基準、経費
　　負担等について検討を行う。

●主な事業内容
　・町会長連絡事務委託事業
　　　均等割：46,000円（一律）
　　　世帯割：45円×世帯数（日赤社資募集）
　　　　　　　45円×世帯数×12ヶ月(地域活動促進費)
　　　　　　　45円×24回×班数（回覧文書の仕分、配布）
　・集会所等建築費補助事業
　　　新築、改築：総事業費の1/2を補助（上限500万円）
　　　修　　　理：総事業費の1/2を補助（上限100万円）

●主な予算の内訳
　・町会長連絡事務委託料　　　　　　　　　34,961千円
　・集会所等建築費補助金　　　　　　　　 　9,085千円
　・デジタル町内会システム運用支援委託料　　 329千円

事業の目標
・町内活動が円滑に行われるように相談や助言、支援を行う。
・活動の拠点となる集会所等の整備や補修に係る費用を補助する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

100%

町内集会所 9,096 0 0 16 9,080 100%

町会長会 36,977 0 0 0 36,977

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 46,073 0 0 16 46,057 100%

 - - - - - - 



款 項 目

2 1 8

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 地域協働課
予算書(P)目名

地域活動推進費 74

施策事業名 まちづくり拠点施設管理

事業目的 各施設の設置及び管理に関する条例及び施行規則に基づき、施設の適正な管理運営を行う。

事業内容

●事業の全体計画
・施設の建物、設備を継続して使用していくため、適切なタイミング、規模での修繕、改修工事を行
い、施設の維持管理に努める。

●主な事業内容
・地域住民を主体とした団体に各施設の管理運営を委託(余坂、旧加茂)
・管理団体と月１回程度協議を重ねながら施設の運営、適正管理を実施
・経年劣化に伴う修繕、改修工事を緊急性の高いものから順次実施
・羽黒地区における新たな地域活動の拠点整備に伴う実施設計の実施

●主な予算の内訳
・各施設管理業務委託料            　　　                6,169千円
・各施設設備保守委託料　            　                  　350千円
・各施設の光熱水費　　　　　　　　　  　　                952千円
・各施設使用料及び機器等借上料            　　　　　      354千円
・旧寅屋改修工事実施設計委託料　　　　　　　　　　　    2,585千円
・市民交流センター排煙窓改修工事　　　　　　　　　　　　1,317千円
・楽田ふれあいセンター給水加圧ポンプ取替工事　　　 　　 1,375千円

事業の目標

・各施設の建物、設備の長寿命化を図るため、適切なタイミングや規模での修繕、改修工事を行うと
ともに、施設管理受託者と協働し、施設の管理運営に努める。
・羽黒地区における新たな地域活動の拠点として、旧寅屋のスペースを地域の方々と活用方法等を話
し合いながら整備に取り組んでいく。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

98%

余坂木戸口まちづくり拠点施設管理 5,727 0 0 720 5,007 87%

大手門まちづくり拠点施設管理 64 0 0 1 63

98%

まちづくり拠点施設営繕等 7,217 0 0 2,586 4,631 64%

旧加茂郡銀行羽黒支店復原施設管理 4,362 0 0 98 4,264

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 17,370 0 0 3,405 13,965 80%

 - - - - - - 



款 項 目

2 1 8

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 118,729 0 0 21,989 96,740 81%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

81%

 - - - - - - - 

市民交流センター管理 118,729 0 0 21,989 96,740

事業内容

●事業の全体計画
・施設の建物、設備を継続して使用していくため、適切なタイミング、規模での修繕、改修工事を行
い、施設の維持管理に努める。

●主な事業内容
・民間企業に施設の管理運営を委託(長期継続契約：R5.4.1～R8.3.31)
・管理企業及び設備管理企業と定期的に協議を重ね、施設の運営、適正管理を実施
・経年劣化に伴う修繕、改修工事の実施

●主な予算の内訳
・総合管理業務委託料            　　　 44,969千円
・総合設備管理業務一括委託料　　　　　 26,959千円
・設備保守委託料              　  　    3,765千円
・光熱水費　　　　　　　　　   　      32,700千円
・使用料及び機器等借上料　　　　　      4,971千円
・修繕料　　　　　　　　　　　　　　　　3,000千円

事業の目標
・施設の適正な運営及び管理に努めるとともに建物、設備の長寿命化を図るため、適切なタイミング
や規模での修繕を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

地域活動推進費 76

施策事業名 市民交流センター管理

事業目的
犬山市民交流センターの設置及び管理に関する条例及び施行規則に基づき、施設の適正な管理運営を
行う。

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 地域協働課
予算書(P)目名



款 項 目

2 1 8

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 30,757 0 0 3,235 27,522 89%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

98%

東ふれあいセンター管理 3,351 0 0 20 3,331 99%

犬山西ふれあいセンター管理 4,085 0 0 78 4,007

85%

今井ふれあいセンター管理 1,897 0 0 2 1,895 100%

楽田ふれあいセンター管理 21,424 0 0 3,135 18,289

事業内容

●事業の全体計画
・施設の建物、設備を継続して使用していくため、適切なタイミング、規模での修繕、改修工事を行
い、施設の維持管理に努める。

●主な事業内容
・各地域のコミュニティ推進協議会へ各施設の管理運営を委託
・管理団体と月１回程度協議を重ねながら施設の運営、適正管理を実施
・経年劣化に伴う修繕を緊急性の高いものから順次実施
・楽田ふれあいセンターでは、令和４年度から実施している施設の複合化(楽田出張所及び消防団車
　庫)を図るための改修工事が令和５年５月に完了予定

●主な予算の内訳
・各施設管理業務委託料       　　　　　18,952千円
・各施設設備保守委託料　            　  2,161千円
・各施設の光熱水費　　　　　　　　　    5,860千円
・各施設使用料及び機器等借上料　　　　　1,110千円

事業の目標
・各施設の建物、設備の長寿命化を図るため、適切なタイミングや規模での修繕を行うとともに、施
設管理受託者と協働し、施設の管理運営に努める。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

地域活動推進費 78

施策事業名 ふれあいセンター管理

事業目的 各施設の設置条例・施行規則に基づき、施設の適正な管理運営を行う。

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 地域協働課
予算書(P)目名



款 項 目

6 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 地域協働課
予算書(P)目名

友好交流費 194

施策事業名 友好交流推進

事業目的 国内姉妹都市および海外友好・姉妹都市との交流を実施する。

事業内容

●事業の全体計画
　・国内姉妹都市および国外友好・姉妹都市との交流を実施する。

●主な事業内容
　〇周年記念事業
　・周年を迎える姉妹友好都市と記念事業を実施する。
　・富山県立山町　50周年（提携年月日：1973年10月16日）
　・韓国咸安郡　10周年（提携年月日：2014年2月18日）
　〇交流事業
　・国内姉妹都市との交流を実施する。

●主な予算の内訳
　・国内外姉妹友好都市周年記念事業　　857千円
　・絵画出品者記念品　　138千円
　・国内姉妹都市小学生交流事業　880千円

事業の目標
・市民にとって姉妹友好都市を身近に感じてもらうとともに、市民主体の都市間交流の活性化につな
げる。
・姉妹友好都市における犬山市の知名度を向上させ、相互の利益を享受する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

100%

国内都市交流 1,582 0 0 686 896 57%

友好交流推進 1,451 0 0 0 1,451

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 3,033 0 0 686 2,347 77%

 - - - - - - 



款 項 目

6 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 11,097 0 0 8,952 2,145 19%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

19%

 - - - - - - - 

多文化共生推進 11,097 0 0 8,952 2,145

事業内容

●事業の全体計画
　・異なる言語や文化を持つすべての在住外国人が教育、医療、福祉、環境など、広範囲に
    わたる行政サービスを利用し、快適な社会生活が送れるようにコミュニケーションや
    生活の支援を行う。

●主な事業内容
　〇多文化共生推進事業の実施
　・多文化推進員等による相談窓口を設置する。
　・コミュニティ通訳者を育成するとともに、外国人住民への窓口サービスの向上を図るため、
　　窓口業務等の通訳と各種申請書や行政文書の翻訳を実施する。
　・外国人市民との生活共生支援として、外国語窓口通訳者を雇用し在住外国人に対する
　　コミュニケーション支援の向上を図る。
　・多文化共生推進ビジョンの改定に向け、実態調査、推進会議を開催する。
　・日本人と外国人の交流を促進し、相互理解を深めるため外国人との交流事業を開催する。

●主な予算の内訳
　・外国人実態調査委託料　3,667千円
　・多文化共生事業委託料　2,467千円
　・日本語教室開催委託料　  543千円

事業の目標
・コミュニティ通訳者を育成・活用していくと共に、通訳を介しての窓口対応や、やさしい日本語を
活用した研修を職員に実施することで、外国人市民への窓口サービスの向上を図る。
・多文化共生推進ビジョンを基礎として、多文化共生事業の推進を図る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

友好交流費 196

施策事業名 多文化共生推進

事業目的
外国人・日本人といった区別なく、誰もが市民としての役割を果たし、快適に市民生活を送ることが
できるための環境を整える。

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 地域協働課
予算書(P)目名



款 項 目

6 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 8 0 0 8 0 0%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

0%

 - - - - - - - 

国際交流事業振興基金積立金 8 0 0 8 0

事業内容

●事業の全体計画
　・事業目的に活用するため基金を積み立て、安定的に運用するとともに、
　　国際交流および多文化共生の振興に資する事業に対し、必要に応じて活用する。

●主な事業内容
　・事業目的に活用するため基金を積み立て、安定的に運用する。

●主な予算の内訳
　・国際交流事業振興基金積立金　8千円

事業の目標 基金を活用し、国際交流、多文化共生事業の振興を図る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

友好交流費 196

施策事業名 国際交流事業振興基金積立金

事業目的
事業目的に活用するため基金を積み立て、安定的に運用するとともに、国際交流事業の振興に資する
事業に対し、必要に応じて活用する。

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 地域協働課
予算書(P)目名



款 項 目
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 地域協働課
予算書(P)目名

友好交流費 198

施策事業名 国際交流協会運営補助金

事業目的
犬山の国際交流、多文化共生事業を推進する犬山国際交流協会の経営面での安定した運営を目的とし
て運営費の一部を補助する。

事業内容

●事業の全体計画
　・犬山の国際交流、多文化共生事業を推進する犬山国際交流協会が事業に集中するため、
　　経営面での安定を目的として、運営費の一部を補助する。

●主な事業内容
　・犬山国際交流協会の事業費および人件費の一部を補助する。

●主な予算の内訳
　・国際交流協会運営費補助金　5,043千円

事業の目標

・犬山国際交流協会の運営を安定させることで、協会はその存在目的である多文化共生と国際理解の
推進に資する事業活動および国際交流を担うボランティア団体との連携を強化させ、犬山市にとって
真に価値のある国際交流、多文化共生事業を推進する役割を果たす。
・犬山国際交流協会が存在し事業を行うことで、犬山市が目指す多文化共生社会の実現の一助を担
う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

100%

 - - - - - - - 

国際交流協会運営補助金 5,043 0 0 0 5,043

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 5,043 0 0 0 5,043 100%

 - - - - - - 
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Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 2,107 0 0 0 2,107 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

国際交流村管理 2,107 0 0 0 2,107

事業内容

●事業の全体計画
　・犬山国際交流村の適正な管理を行う。

●主な事業内容
　・犬山国際交流村の適正な管理を行う。

●主な予算の内訳
　・清掃業務委託料　1,434千円
　・用地借地料　　　　285千円

事業の目標
・地域における国際交流の推進、市民の福祉と文化意識の向上及び憩いの場として、国際交流村入口
広場の管理運営を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

国際交流施設費 198

施策事業名 国際交流村管理

事業目的
国際交流村の設置及び管理に関する条例及び施行規則に基づき、地域における国際交流の促進、市民
の福祉と文化意識の向上及び憩いの場として、適正な管理運営を行う。

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 地域協働課
予算書(P)目名


